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《編集後記》
編集子の不慣れ不手際から、大変に遅くなつてしまったものの、ここになんとか第 12号の大阪大学留学
生センター研究論集 「多文化社会と留学生交流」をみなさまの手許にお送 りすることができました。平成
19年度の事業ですから、大幅な発刊の遅れにはll■泥たるものがあります。古城紀雄先生と北浜榮子先生 と
いう、大ベテランお二人が留学生センターから「卒業」されてしまい、混乱の中で様々なセンター事業が遅
延してしまいました。今更ながらのいいわけになりますが、論集発刊の遅れもそのような混舌しの一環です。
その一方で、情報科学研究科教授の菊野亨先生が古城先生に代わる新センター長としてセンター運営の先
頭に立ち、リーダーシップを発揮していただいたり、法学研究科の瀬戸山晃一先生が交流指導部門の仲間に
加わってくださつてフレッシュな息吹を吹き込んでくださったり、といつたうれしいニュースもありました。
留学生センターを取り巻く状況は、「留学生30万人」のかけ声とともに次第に波立ち始めています。大
阪大学にとつてちょうど大阪外国語大学と統合した時期でもあり、これからは留学生受け入れ増加のため、
学内外で様々な方策がとられることは必至です。いきおいセンターに求められるミッションも多様化し、期
待されるところも重くなる情勢にあります。菊野新センター長の舵取りのもと、学内の多文化化に貢献する
留学生センターの役害Jが今まさに問われようとしています。
今回巻頭では、元留学生センター長で阪大理事の辻毅一郎先生に、センターを去っていかれたお二人の先
生に向けて心のこもつた「おくる言葉」を寄せていただきました。また北浜教授からは、先生がセンター内
に作り上げていかれたもの、残していかれるもの、そしてご自身がこれから取り組んでいかれること、につ
いて長文の寄稿をいただいています。古城・北浜両先生がそれぞれの道へと転身していかれた後も、この研
究論集に掲載された数々のアカデミックな試みや、課題に取り組む真剣な態度が、両先生をはじめとする先
輩方が築かれたセンターの伝統を守 り、なお一層発展させてくれることと信じます。そしてセンターが、
「留学生30万人」時代に対応 した多文化共生のための一大拠点となる大きな指針となってくれるでしょう。
なお2008年8月から辻先生が副学長に就任なさるなど、多少の身分の異動があるのですが、この研究論
集ではいずれの執筆者、寄稿者の方も2008年3月末における肩書きで統一させていただいています。
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